
 

 

 

平素より，市内の緑化にご尽力いただき，ありがとうございます。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

京都市 
緑のボランティアセンター ニュースレター 

令和 2 年 9 月号 

京都市緑のボランティアセンターでは，緑のボランティア活動や地域での活動に 
役立てていただくため，緑に関する情報や取組みを御紹介します。 

京都市緑のボランティアセンターでは，ボランティア活

動に関するアドバイスや技術的指導等を行っています。 

この度，伏見区の街路樹サポーター「深草かもがわの会」

から御相談をいただいたため，業務の一環として，花壇デ

ザインのアドバイス，現地での植付けの技術的アドバイス

を行いました。植付け作業当日の様子や日頃の活動等につ

いてインタビューを行いましたので，御紹介いたします。 

深草かもがわの会について 

草花を植える催しの開催 

ボランティアセンターへの相談 

今回御相談いただいた「深草かもがわの会」の皆さんは，以前から竹田街

道（国道 24 号）の勧進橋下る国道沿いの西側にある「深草下川原町」バス

停前の植栽帯を拠点に活動されており，平成 29 年度に街路樹サポーター

として結成されました。 

「深草かもがわの会」では，この機会に，「深草下川原町」バス停前に設置された小さな植樹帯に

キレイな花を植えて，歩行者やバス待ちの方々に楽しんでもらおうと計画されました。植える花の

種類等についてボランティアセンターに御相談いただき， 

一緒に花壇デザインを作り上げました。 

今年の７月５日，深草かもがわの会が草花を植

える催しを開催され，地元の有志の方も多数御参

加されました。ボランティア 

センターからもスタッフ 2 名 

が参加し，植付けのアドバイス， 

作業補助を行いました。 

活動場所（植栽帯） 

当日の作業の様子 

活動場所は，2 年ほど前までは，街路樹として大径木のケヤキが列植され

ており，その当時は夏の草刈り，秋の落 

葉清掃が大変だったとのこと。また，西 

側の細街路にはゴミの不法投棄が絶えな 

かったそうです。 

令和元年度の京都市「花の道づくり」 

事業の一環で再整備が行われ，今年の３ 

月には，ケヤキ並木がハナミズキの並木 

に更新されたことにより，明るくすっき 

りとした空間に生まれ変わりました。 

（活動場所について） 

ハナミズキに更新された植栽帯 

深草下河原町 

深草勧進橋町 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

前記事で御紹介したように，街路樹サポーターでは，活動の一つとして植栽帯に草花を植える緑化 

活動をすることができます。緑化活動を御検討の際には，下記 Q＆A を参考にしてください。 
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インパチェンス 

ポーチュラカ 会長の池田敬次さん 

会長の池田さんは，

今後もこのような草

花の植付けや育成管

理を通して，この場所

で地域の輪を広げて

いきたいと仰ってい

ました。 

使用した草花は，夏の花，インパチェンスとポ

ーチュラカの２種類。夏の暑さにも負けず鮮やか

な色の花を咲かせています。参加された皆様の作 

業により，キレイな花 

壇が完成しました。 

 
市民の皆様と京都市が共に汗して，街路樹がすこやかに生育 
するよう，街路樹とその周辺部の美化や緑化に取り組んでい 
ただく「京都市街路樹サポーター制度」を推進しています。 
登録数：154 団体 2,583 名（令和 2年 3月末時点） 

京都市建設局みどり政策推進室 
TEL：075-222-4113  
 

 街路樹サポーターとは 問合せ 

京都市街路樹サポーター 

Ｑ. サポーター活動で街路樹の足元に草花 

 を植えてもいいの？ 
 

Ａ. 1 年以上活動実績があるサポーターは， 

緑化活動が可能です。緑化内容に条件 

(1 年草，草丈 70cm 以下，安全上支障 

がない等）があるほか，計画書の提出が 

必要※ですので，まずは，みどり政策推 

進室にご相談ください。 

 
※計画書なしでの緑化は，市の管理作業で草刈・ 

除草してしまうおそれがあります。すでに緑 

化されている場所も，過去に計画書を提出さ 

れたことがなければ，提出に御協力ください。 

 

Ｑ．街路樹の足元に草花を植える際に支援 

はあるの？ 
 
Ａ. 御要望に応じて，落ち葉をリサイクル 

した堆肥（腐葉土）※を提供します。 

 

※サポーター活動で落ち葉清掃いただく際に 

は，落ち葉専用袋をお渡ししています。専用 

袋で回収した落ち葉は，異物（ゴミ，雑草な 

ど）を除去して集積し，協力施設に運搬して 

堆肥（腐葉土）にすることで，落ち葉のリサ 

イクルを推進しています。 

 
落ち葉集積の様子      完成した堆肥（腐葉土） 

緑化活動事例 

完成した花壇 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

みどりの会伏見桃山（伏見北堀公園愛護協力会）の御紹介 

会長の徳丸正廣さん 

情報の周知が，継続できる秘訣 

 会長の徳丸正廣さんは，2008 年から会長として会を取りまとめられて

います。会員に継続して活動に参加してもらえるよう，活動の目的を明確

にして，情報の周知に努めることが，活動継続の秘訣といいます。会では，

当月の活動実績と次月の活動内容を周知する会報を毎月発行し，2020 年

8 月には，236 号を数えています。 

 
京都市が管理している公園では，近隣にお住まいの方々などで

結成されている団体によって公園の美化活動を展開していただい
ています。これは，公園愛護協力会という名称で，概ね各公園を
単位に組織されているもので，公園の清掃や除草を中心に，施設
の点検，利用マナーの啓発など，公園の運営にも御協力をいただ
いています。 

京都市北部みどり管理事務所 
TEL：075-882-7019 FAX：075-882-7300 
京都市南部みどり管理事務所 
TEL：075-643-5405 FAX：075-643-0075 

 公園愛護協力会とは 問合せ 

呉竹総合支援学校との清掃活動 
伏見北堀公園には，約1,150m続く周遊路があり，会では定期的

に清掃を行っています。散策する方も多いことから，安全に利用い

ただけるよう，周遊路沿いの小枝の剪定等も行われています。 

また，会では，呉竹総合支援学校の職場体験を受け入れ，周遊路

の清掃作業を数日かけて行ってもらっています。数日間のうちに，

子ども達の道具の使い方が上達していく様子を見守ることにも，や

りがいを感じられているそうです。 

 

公園内の子ども広場北側に，2013 年度，ドイツのケルン市と姉妹都市交流 50

周年事業として記念植樹が行われました。「みどりの会伏見桃山」は，記念植樹の準

備を手伝い，市から感謝状を送られたそうです。植樹された場所は，「京都・ケルン

友好の森」と名付けられ，記念碑が設置されています。徳丸会長は，60 周年事業

があれば記念植樹が行われるよう，植樹木を見守っていきたいとのことでした。 

国際交流の場をめざして 

様々な地域から集まって，活動 
 「みどりの会伏見桃山」は，2000 年に発足。伏見城の外堀の遺構

を利用して整備した伏見北堀公園（地区公園：面積６.６ha）で，26

名の会員が，伏見区内外から集まって活動されています。活動は月に

２回行うほか，自主的な活動を行っているそうです。活動日ごとにテ

ーマを決め，公園の周遊路の清掃，斜面等の草刈り，大池の葦刈り，

樹木の剪定などを行っています。 

木立と石積みが続く周遊路 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

御池通スポンサー花壇とは？ 

京都市では，市民の皆様との協働により四季折々の草

花を身近に楽しむことのできる「御池通スポンサー花

壇」を設置し，歩いて楽しい緑と花いっぱいのまちづく

りを推進しています。御池通（堀川通～鴨川間）に３４

箇所の花壇を設置しています。 

 

スポンサー・サポーター募集中！ 

花壇の育成管理に対する御協賛いただける企業・団体

（スポンサー），日常管理や植替えに御協力いただける

方（サポーター）を募集しています。 

詳細はみどり政策推進室（２２２－４１１３）までお

問合せください。 

御池通スポンサー花壇 ９月末に秋の植替えを行います 

御池通に設置している「御池通スポンサー花壇」において，９月末に秋の植替えを行い，秋の期間

に花を咲かせる植物を植栽します。お近くをお通りの際にはぜひ御覧ください。 

 

ヒューケラ 

（ユキノシタ科） 

常緑で葉色の種類が

豊富なため，１年中

鑑賞することができ

ます。 

ジニア 

（キク科） 

カラフルな花色で草丈

も低く育つため，夏か

ら秋にかけて長い間，

花を観賞できます。 

・団体を作りたい，参加したい ・花壇のデザインを考えたい ・作業日に道具を借りたい 

お問合せ 

電話：０７５－３５２－２５３５（梅小路公園内専用回線） 

場所：梅小路公園緑の館 2 階ロビー（京都市下京区観喜寺町 56-3） 

時間：午前 9 時～午後 5 時まで 月曜日を除く毎日（年末年始 12 月 28 日～1 月 4 日休み） 

緑のボランティアセンターでは，団体の活動に関する技術的指導・支援やボランティア団

体の橋渡しなど，さまざまな支援を行っています。 

緑のボランティアセンターにお気軽に御相談ください。 

御池通「和の花花壇」ヒオウギの種（ぬばたま）が見ごろになります！ 

京都の人々に親しまれてきた「和の花」を育てる「和の花花壇」（城巽・龍池・初音・柳池学区）では， 

今夏もヒオウギの花が咲きました。これからの秋の季節は，黒光りする種「ぬばたま」が見頃になります。 

ヒオウギとは？ 

アヤメ科の多年草で，夏に花を咲かせます。扇状

の葉を持ち，公家の手にしていた「檜扇」に似てい

たことから「ヒオウギ」と名付けられたともいわれ

ています。花の色は橙色に赤い斑点が入るのが一

般的で，生け花などに利用されています。古来から

厄除けの植物とされていたことなどから，祇園祭

の際には，軒先などに飾られます。 

また，秋頃にできるヒオウギの種は黒光りして

おり，古代，「ぬばたま」といわれ，和歌では夜や

黒をさす枕詞「ぬばたまの」として使われました。 
夏の間，咲き続けた 

ヒオウギの花 

秋に見頃を迎える種 

（ぬばたま） 


